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授業のねらい

大学における学習と職業選択の接点を見直し，職業という枠組みで社会を概観することを通じて自らの進路を考えてもらう。また，自らの進路選択とい
う枠組みに関わる社会在り方を学び，そこで求められる姿勢・態度とは何かを考え，それを身に付けるために大学でどのように行動すれば良いかを考え
てもらう。

到達目標

大学での学習と進路選択に対する主体性や積極性を身に付けてもらう。また，職業に関わる社会の在り方の基礎的知識を身に付け，それらの知識を用い
て，総合的に自らの進路を選択できるようにする。

授業内容

1週目 オリエンテーション　社会の変化と就職活動の現状
2週目 コミュニケーション１（集団討議）
3週目 働く意味とライフキャリア
4週目 適性試験受験（適性試験とは何か）
5週目 仕事・社会を知る１（小売業）
6週目 適性試験の結果と利用
7週目 社会における働き方の多様性
8週目 仕事・社会を知る２（観光業）
9週目 社会で求められる能力と大学での学び
10週目 仕事・社会を知る３（金融業）
11週目 意思決定の方法と情報収集
12週目 仕事・社会を知る４（公務員）
13週目 コミュニケーション２（自己表現の方法と自己呈示）
14週目 自己管理能力
15週目 大学における学びと職業選択
16週目 予備週

準備学習(予習・復習)等の内容

講義型の授業とは異なり，グループでのワーキングが行われるため，学生自身の積極的な関与が求められる。講義資料，授業内でのワーキングテーマ，
グループディスカッションテーマを事前にCourse Power上で公開するので，予習として一読するとともに必要な情報を調べておくこと。また，復習とし
て学んだことを整理すると共に，分からないこと，疑問に思ったことをまとめておくこと。復習を兼ね，授業内容を踏まえた課題を出すので十分な時間
をかけて取り組むこと。質問や相談には十分に応答する。

成績評価の方法・基準

個人でのショートレポート3本（60％）と授業時に行われるグループでのワーキングによる成果物（40%）を評価対象にする。ただし，以上を成績評価
材料の基本とするが，別途複数の提出自由の課題を用意し，提出者には加算式として成績評価に加えていく。

履修上の留意点

成績の評価は，16週目を除いた授業週である15週のうち，11週以上授業に出席した学生を対象とする。ショートレポートが未提出な場合，評価の対象と
ならない。
この授業は自由単位のため成績証明書には記載されることが，卒業単位に含まれないことに留意してほしい。

テキスト

特になし。必要な講義資料は授業時に配布。

参考書

ヒューマンパフォーマンス研究会 (編集) 大学生のためのキャリアデザイン―大学生をどう生きるか　かもがわ出版
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